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ゴム・樹脂の浸漬試験結果

（サワー化の影響）

（財）化学物質評価研究機構（財）化学物質評価研究機構（財）化学物質評価研究機構（財）化学物質評価研究機構

資料６
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概　　　要概　　　要概　　　要概　　　要

ナフサ及び高濃度アルコール含有燃料のゴム・樹脂へのサワー化による影響

１．ゴムの浸漬試験（ゴム：２種類，浸漬液：３種類）

２．樹脂の浸漬試験（樹脂：２種類，浸漬液：３種類）
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　　　　サワー化試験

・　目　的
　　ナフサおよびアルコールに過酸化物を添加し，サワー化させた燃料で浸漬
　　試験を行い，ゴム・樹脂に与える影響を調査する．

・　試験項目
　　ゴム：硬さ，引張強さ，伸び，１００％引張応力，体積変化率，質量変化率
　　　　　 　ガラス転移温度

　　樹脂：引張強度，引張弾性率，体積変化率，質量変化率
　　　　　　ガラス転移温度

・　試験条件
　　浸漬温度：７０℃
　　浸漬時間：ゴム　７２，１４４，４８０時間
　　　　　　　　  樹脂　　　　　　　　４８０時間
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L M N

エタノール
ｎ-プロパノール
イソプロパノール 50
ｎ-ブタノール
イソブタノール 50
ナフサ 50 50 100
過酸化物 ＊ ＊ ＊

ＦＫＭ（フッ素ゴム） ○ ○ ○

ＮＢＲ（ニトリルゴム） ○ ○ ○
ＥＶＯＨ（エチレンビニルアルコール） ○ ○ ○
ＰＡ１１（ナイロン１１） ○ ○ ○

サワー化

樹脂（2種）

ゴム（2種）

組　　成

・　材料および浸漬液

・　浸漬液調整方法
　  過酸化物価で160mg/kg相当に設定
　 72時間ごとに浸漬液を交換
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図１．ＦＫＭ(フッ素ゴム）の浸漬試験結果図１．ＦＫＭ(フッ素ゴム）の浸漬試験結果図１．ＦＫＭ(フッ素ゴム）の浸漬試験結果図１．ＦＫＭ(フッ素ゴム）の浸漬試験結果

略号
IP50：イソプロパノール50％＋ナフサ50％，　IB50：イソブタノール50％＋ナフサ50％
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図２．ＮＢＲ（ニトリルゴム）の浸漬試験結果図２．ＮＢＲ（ニトリルゴム）の浸漬試験結果図２．ＮＢＲ（ニトリルゴム）の浸漬試験結果図２．ＮＢＲ（ニトリルゴム）の浸漬試験結果
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硬　　さ硬　　さ硬　　さ硬　　さ

0

20

40

60

80

ﾅﾌｻ100% IP50 IB50

浸漬液

デ
ュ
ロ
メ
ー
タ
硬

さ

0h 72h 144h 480h

引張強さ引張強さ引張強さ引張強さ

0

5

10

15

ﾅﾌｻ100% IP50 IB50

浸漬液

引
張
強

さ
(M

P
ａ
)

0h 72h 144h 480h

伸　　び伸　　び伸　　び伸　　び

0

200

400

600

800

ﾅﾌｻ100% IP50 IB50

浸漬液

伸
  
び

  
(％

)

0h 72h 144h 480h

体積変化率体積変化率体積変化率体積変化率

0

10

20

30

40

ﾅﾌｻ100% IP50 IB50

浸漬液

体
積

変
化

率
(％

)

72h 144h 480h

100％引張応力100％引張応力100％引張応力100％引張応力

0.0

1.0

2.0

3.0

ﾅﾌｻ100% IP50 IB50

浸漬液

1
0
0
％

引
張

応
力

(M
P
ａ
)

0h 72h 144h 480h

質量質量質量質量

-5

0

5

10

15

ﾅﾌｻ100% IP50 IB50

浸漬液

質
量

変
化

率
(％

)

72h 144h 480h

サワー化　ゴムの浸漬試験サワー化　ゴムの浸漬試験サワー化　ゴムの浸漬試験サワー化　ゴムの浸漬試験



7

図３．ＤＳＣ図３．ＤＳＣ図３．ＤＳＣ図３．ＤＳＣ((((示差走査熱量計示差走査熱量計示差走査熱量計示差走査熱量計))))によるガラス転移点の測定結果によるガラス転移点の測定結果によるガラス転移点の測定結果によるガラス転移点の測定結果

ガラス転移開始温度ガラス転移開始温度ガラス転移開始温度ガラス転移開始温度
(FKM:フッ素ゴム)(FKM:フッ素ゴム)(FKM:フッ素ゴム)(FKM:フッ素ゴム)
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略号　ﾅﾌｻ：ﾅﾌｻ100%　　ｉP50 ：ｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ50%+ﾅﾌｻ50%　　 ｉB50 ：ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ50%+ﾅﾌｻ50%

処理条件：70℃×480時間浸漬した後，70℃×18時間乾燥し測定
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(NBR:ニトリルゴム）(NBR:ニトリルゴム）(NBR:ニトリルゴム）(NBR:ニトリルゴム）
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サワー化  ゴムの浸漬試験　まとめ

･ FKM(ﾌｯ素ｺﾞﾑ)は，前回のｱﾙｺｰﾙ50％濃度での試験結果と同様にﾅﾌｻ100％に

  比べ，ｱﾙｺｰﾙ含有燃料はゴムを膨潤させ，引張強度，伸びが低下する傾向が認
  められた．
･ 480時間浸漬品は、強度低下，ｶﾞﾗｽ転移温度の上昇が認められることから，ｻﾜｰ
  化により硬化劣化が進行していると考えられる.

・ NBR(ﾆﾄﾘﾙｺﾞﾑ)の480時間浸漬品は，強度の著しい低下，ｶﾞﾗｽ転移温度の上昇
   が認められることから，ｻﾜｰ化により硬化劣化が進行していると考えられる｡ただし，
   ﾅﾌｻ100％の場合とｱﾙｺｰﾙ含有燃料との間で変化の傾向に大きな違いは認めら
   れなかった．
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図４．ＥＶＯＨ(ｴﾁﾚﾝ･ﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ共重合体 )の浸漬試験結果図４．ＥＶＯＨ(ｴﾁﾚﾝ･ﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ共重合体 )の浸漬試験結果図４．ＥＶＯＨ(ｴﾁﾚﾝ･ﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ共重合体 )の浸漬試験結果図４．ＥＶＯＨ(ｴﾁﾚﾝ･ﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ共重合体 )の浸漬試験結果
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図５．ＰＡ１１(ナイロン１１)の浸漬試験結果図５．ＰＡ１１(ナイロン１１)の浸漬試験結果図５．ＰＡ１１(ナイロン１１)の浸漬試験結果図５．ＰＡ１１(ナイロン１１)の浸漬試験結果
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ｉP50：ｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ50%+ﾅﾌｻ50%
ｉB50:ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ50%+ﾅﾌｻ50%
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図６．ＤＳＣ図６．ＤＳＣ図６．ＤＳＣ図６．ＤＳＣ((((示差走査熱量計示差走査熱量計示差走査熱量計示差走査熱量計))))によるガラス転移点の測定によるガラス転移点の測定によるガラス転移点の測定によるガラス転移点の測定
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(EVOH:ｴﾁﾚﾝﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ)(EVOH:ｴﾁﾚﾝﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ)(EVOH:ｴﾁﾚﾝﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ)(EVOH:ｴﾁﾚﾝﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ)
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サワー化 樹脂の浸漬試験　まとめ

・ EVOH（ｴﾁﾚﾝﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ）については，前回のｱﾙｺｰﾙ50％濃度での試験結果と

   同様にｱﾙｺｰﾙ含有燃料は樹脂を膨潤させ，弾性率を低下させる傾向が認められ
   た．また，ｻﾜｰ化により，弾性率の低下，ガラス転移温度の低下が大きくなることか
   ら軟化劣化が進行していると考えられる｡
   
･ PA11（ﾅｲﾛﾝ11）については，前回のｱﾙｺｰﾙ50％濃度での試験結果と同様にｱﾙ
   ｺｰﾙ含有燃料は樹脂を膨潤させ，弾性率を低下させる傾向が認められた．


